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や
や
古
い
話
で
あ
る
が
、
本
年
二
月
一
八
日
、
政
府
は
「
第

七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。​

こ
の
計

画
は
、
我
が
国
の
中
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
に
基
づ
き

策
定
し
て
い
る
。​
今
回
は
、
前
回
の
第
六
次
計
画
（
二
○

二
一
年
一
○
策
定
）
か
ら
約
三
年
ぶ
り
の
改
定
と
な
る
。

　

第
七
次
計
画
の
策
定
背
景
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
国
内
外

の
情
勢
変
化
が
あ
る
。（
一
）​

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安

定
性
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。（
二
）
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
普
及
に
伴
い
、
二
○
四
○
年
度
に
は
電
力
需
要
が

二
三
年
度
比
で
約
二
○
％
増
加
し
、
一
・
一
～
一
・
二
兆
ｋ
Ｗ

ｈ
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。（
三
）
二
○
五
○
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
二
○
四
○
年
度
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
二
○
一
三
年
度
比
で
七
三
％
削
減

す
る
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。​ 

　

本
計
画
は
、安
全
性
（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
）
を
最
優
先
と
し
つ
つ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ　

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
）、

経
済
効
率
性
（
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ　

Ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
）、

環
境
適
合
性
（
Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
の
三
要
素
を
同
時

に
追
求
す
る
「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
。
二
○

四
○
年
度
の
電
源
構
成
に
つ
い
て
は
以
下
の
目
標
が
示
さ
れ

て
い
る
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は​

全
体
の
四
～
五
割
程
度​（
内

訳
は
、
太
陽
光
：
二
三
～
二
九
％
、
風
力
：
四
～
八
％
、
水
力
：

八
～
一
○
％
、地
熱
：
一
～
二
％
、バ
イ
オ
マ
ス
：
五
～
六
％
）、

原
子
力
は
二
割
程
度
、​火
力
は
三
～
四
割
程
度
。
こ
れ
に
よ
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
初
め
て
最
大
の
電
源
と
位
置
づ
け

ら
れ
た
。​ 

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
で
記
載
さ
れ
て
い

た
「
原
発
依
存
度
の
可
能
な
限
り
の
低
減
」
と
い
う
文
言
が

削
除
さ
れ
、原
子
力
発
電
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
並
ぶ「
脱

炭
素
電
源
」と
し
て
最
大
限
活
用
す
る
方
針
が
明
確
に
さ
れ
た
。​

具
体
的
に
は
、
安
全
性
の
確
保
を
前
提
に
、
既
存
原
発
の
再
稼

働
や
次
世
代
革
新
炉
の
開
発
・
設
置
を
推
進
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
子
力
を
持
続
的
に
活
用
し
て
い
く

た
め
事
業
環
境
の
整
備
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
人
材
の
維
持
・

強
化
に
つ
い
て
も
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

計
画
で
は
、国
民
各
層
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
・

充
実
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。​

特
に
、
原
子
力
発
電
所
の
立

地
地
域
と
の
共
生
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
伴
う

地
域
社
会
と
の
連
携
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。​

ま
た
、
脱
炭

素
化
に
伴
う
コ
ス
ト
上
昇
を
抑
制
し
、
経
済
成
長
と
環
境
保

護
の
両
立
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

公
表
さ
れ
た
第
七
次
計
画
に
対
し
、
原
子
力
発
電
を
最
大

限
活
用
す
る
方
針
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
声
が

あ
る
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が​

全
体
の
四
～
五
割
程

度
も
あ
る
の
は
、
現
状
で
も
太
陽
光
発
電
規
模
は
上
限
に
近

く
こ
れ
以
上
の
環
境
破
壊
は
許
さ
れ
な
い
、
太
陽
光
は
夜
や

雨
天
で
は
発
電
で
き
ず
、
風
力
も
無
風
の
時
は
発
電
出
来
な

い
な
ど
不
安
定
な
た
め
、
大
量
の
火
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

欠
か
せ
ず
結
局
は
高
コ
ス
ト
に
な
る
、
太
陽
光
や
風
力
発
電

は
寿
命
後
の
廃
棄
物
処
理
処
分
技
術
が​

未
確
立
な
ど
の
大
き

な
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
に

生
き
る
動
物
（
そ
の
十
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
市
内

を
歩
く
と
、
芝
生
の
上
を
跳
ね
回
る
小
さ
な
赤
茶
色
の
影
に

出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
カ
リ
ス
と
呼
ば
れ
、

ふ
さ
ふ
さ
の
尾
と
愛
ら
し
い
姿
を
持
つ
こ
の
リ
ス
は
、
シ
ェ
ー

ン
ブ
ル
ン
宮
殿
庭
園
や
プ
ラ
ー
タ
ー
公
園
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ

ル
テ
ン
な
ど
、
街
中
の
緑
地
に
住
み
着
い
て
い
る
。
冬
に
備

え
て
木
の
実
を
地
中
に
隠
す
「
貯
食
行
動
」
は
、
寒
さ
を
前

に
し
た
小
さ
な
勤
労
者
の
よ
う
で
、見
る
者
の
心
を
和
ま
せ
る
。

観
光
客
の
差
し
出
す
ナ
ッ
ツ
に
近
づ
い
て
く
る
個
体
も
多
く
、

ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
と
自
然
が
ほ
ど
よ
く
調
和
し
て
い
る
こ
と

を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
リ
ス
は
、
文
化
的
に
も
親

し
ま
れ
て
お
り
、
勤
勉
さ
や
敏
捷
さ
、
蓄
え
の
美
徳
を
象
徴
し
、

古
く
か
ら
絵
画
や
寓
話
、
一
八
～
一
九
世
紀
の
児
童
書
の
中
に

頻
繁
に
登
場
す
る
。
と
り
わ
け
ウ
ィ
ー
ン
近
郊
の
森
「
ウ
ィ
ー

ナ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
」
に
は
、
リ
ス
を
含
む
森
の
動
物
た
ち
を
題

材
と
し
た
作
品
が
数
多
く
生
ま
れ
た
。
街
の
紋
章
や
民
芸
品

に
も
姿
を
見
せ
、
リ
ス
は
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の
自
然
観
の
中
に

根
付
い
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
で
リ
ス
に
出
会
う
に
は
、
少
し
山
の
奥
へ
と
足

を
運
ぶ
必
要
が
あ
る
。
京
都
市
内
で
は
そ
の
姿
を
日
常
的
に
見

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
近
郊
の
鞍
馬
山
や
比
叡
山
、
京
都
大
学

芦
生
研
究
林
な
ど
、
静
か
な
山
林
に
は
ニ
ホ
ン
リ
ス
が
暮
ら
し

て
い
る
。
日
本
固
有
種
で
あ
る
こ
の
リ
ス
は
、
本
州
・
四
国
・

九
州
の
山
林
に
生
息
し
、
木
の
実
や
果
実
を
主
食
と
し
、
枝
か

ら
枝
へ
と
木
の
上
を
跳
び
移
る
運
動
能
力
に
優
れ
て
い
る
。
森

に
ひ
っ
そ
り
と
生
き
る
そ
の
様
子
は
、
京
都
の
自
然
観
に
通
じ

る
奥
ゆ
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
京
都
市
動
物
園
や
嵐
山
モ
ン

キ
ー
パ
ー
ク
で
飼
育
展
示
さ
れ
て
い
る
リ
ス
も
存
在
し
、
市
民

に
と
っ
て
は
「
森
の
動
物
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
る
。

文
化
的
に
は
、
文
学
や
絵
画
に
登
場
す
る
こ
と
は
少
な
い
も

の
の
、
日
本
の
自
然
観
や
四
季
を
象
徴
す
る
動
物
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
蒔
絵
や
根
付
に
秋
の
実
を
抱
え

る
リ
ス
が
描
か
れ
、「
慎
ま
し
さ
」
や
「
蓄
え
の
美
徳
」
の
象

徴
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
自
然
観
察
の
教
材

や
絵
本
に
も
た
び
た
び
登
場
し
、
京
都
の
子
ど
も
た
ち
が
自

然
に
親
し
む
入
口
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
在
住
時
は
、プ
ラ
ー
タ
ー

公
園
内
で
よ
く
リ
ス
を
目
撃
し
た
。
確
か
に
街
の
生
活
に
溶

け
込
む
存
在
で
あ
っ
た
。
京
都
で

は
比
叡
山
登
山
の
途
中
で
リ
ス
を

見
か
け
た
の
で
、
深
い
自
然
の
一

部
と
言
え
よ
う
。
今
月
も
両
地
に

生
き
る
動
物
を
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
プ

ラ
ー
タ
ー
公
園
内
の
リ
ス
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

  

■ 

杉
本
純  

東
京
科
学
大
学
特
任
教
授

           
  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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